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観
光
立
島
を
提
唱
す
る
三

宅
村
は
、
夏
を
迎
え
て
本
格

的
な
活
動
を
開
始
し
た
。

　

ま
ず
７
万
８
千
人
を
集
め

た
「
島
じ
ま
ん
２
０
０
８
」
。

５
月
31
日
、
６
月
１
日
の
竹

芝
会
場
で
は
、
平
野
村
長
を

筆
頭
に
都
三
宅
支
庁
、
商
工

会
、
観
光
協
会
、
ハ
ー
ト
会

な
ど
が
他
の
島
々
に
負
け
な

い
大
声
で
呼
び
込
み
を
し
て

い
た
。

　

６
月
14
日
（
15
日
ガ
ス
で

中
止
）
は
、
「
三
宅
島
復
興

記
念
第
20
回
三
宅
島
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
が
日
本

サ
イ
ク
ル
レ
ー
シ
ン
グ
協

会
・
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
社
協
力

で
開
催
。
三
宅
村
観
光
振
興

課
観
光
商
工
係
に
よ
る
と
、

島
外
競
技
関
係
者
は
昨
年
よ

り
増
え
１
６
１
人
参
加
。

　

三
宅
村
は
６
月
５
、
６
、
７

日
に
住
民
懇
談
会
を
開
催
。

　

新
設
さ
れ
た
観
光
振
興
課

島
村
幸
明
課
長
よ
り
主
な
イ

ベ
ン
ト
の
説
明
が
あ
り
、
島

内
外
の
協
力
と
参
加
を
呼
び

か
け
た
。

【
７
月
】

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
宅
島
08  

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
お
台
場

（
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
）　

７
月
６
日
（
日
）
10
時
～

17
時

会
場
　
お
台
場
特
設
会
場

（
青
海
臨
時
駐
車
場
）

内
容　

特
設
サ
ー
キ
ッ
ト

で
の
バ
イ
ク
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
、
三
宅
島
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
。
入
場
無
料

ン
グ
を
楽
し
む
）

８
月
２
日
（
土
）

○第 12 回世話人会開催
日時：7月 22 日 ( 火 )18 時
30 分～ 20 時 30 分
会場：喫茶室ルノアール
　　会議室（巣鴨店）にて

○向上高校生　三宅島でボ  
  ランティア活動
8月10日(日)～12日(火)
　在京島民または在島の一
人暮らしをする方の住宅の
清掃などボランティア活動
をします。ご希望の方は事
務局までご連絡ください。

○ご寄付のお願い
　ご協力お願い致します。

郵便振替口座	
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
再生ネットワーク
事務局：あすなろ保育園内
住所：〒 173-0005
	東京都板橋区仲宿 25-6	
電話・FAX　　03(3963)5697

事務局便り

◎
「
三
宅
村
・
小
金
井
市
友

好
都
市
30
周
年
記
念
」
第

14
回
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
三

宅
島
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
21

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
25
日
（
金
）
～
26
日
（
土
）

会
場　

島
内

内
容　

模
擬
店
、
郷
土
料

理
コ
ー
ナ
ー
、
小
金
井
市
・

三
宅
島
・
八
丈
島
・
御
蔵

島
芸
能
な
ど
出
演

【
８
月
】

◎
三
宅
島
エ
コ
・
ラ
イ
ド

【
９
・
10
月
】

◎
２
０
０
８

東
京
国
際
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
三
宅
島
大
会

９
月
20
日
（
土
）

内
容　

２
０
１
３
年
東
京

国
体
に
向
け
た
三
宅
島
初

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
宅
島
08

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
17
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

19
日
（
日
）

主
催　

三
宅
村
・
三
宅
島

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会　

支
援　

東
京
都　

会
場　

島
内　

内
容　

空
港
を
舞
台
と
し

た
レ
ー
ス
の
観
戦
な
ど
、

さ
ら
に
島
の
味
や
郷
土
芸

能
を
楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク

（
10
㎞
の
島
内
サ
イ
ク
リ

　

シ
ョ
ン
も
あ
る
。

☆
ぜ
ひ
三
宅
島
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

島
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

竹芝会場で「島じまん 2008」

盛況！７万８千人が参加
　５月 31 日、６月１日に

竹芝会場で行われた「島じ

まん 2008」をはじめとした

三宅に関する行事に多くの

人が集まった。今後も開催

されるイベントが復興に繋

がることを願いたい。

「島じまん 2008」に参加したハート会のメンバー

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　		　再生ネットワーク
〒 100-1101
　東京都三宅島三宅村神着 320-2
		℡ 090-4922-0798
発行人：会長	佐藤就之

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報

隔 月 発 行
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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
第
５

回
定
例
総
会
は
５
月
の
「
三

宅
島
新
報
」
、
議
案
書
で
お

知
ら
せ
し
た
。
多
数
の
方
々

か
ら
感
謝
と
激
励
の
お
言
葉

を
頂
い
た
。

　

こ
れ
は
、
世
話
人
及
び
活

動
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
伊

藤
奈
穂
子
事
務
局
長
、
当

紙
作
成
・
印
刷
の
向
上
高

校
山
田
貴
久
先
生
と
卒
業

生
の
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
」
、
大
妻

女
子
大
学
人
間

関
係
学
部
干
川

剛
史
教
授
・
研

究
室
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
の

佐
藤
静
香
さ
ん

た
ち
が
、
仕
事

や
学
業
の
合
間

　

こ
れ
ら
の
方
々
の
多
く

は
、
全
島
避
難
中
か
ら
私
た

ち
三
宅
島
の
島
民
に
対
す
る

支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

　

三
宅
村
と
東
京
都
が
全
島

避
難
指
示
解
除
を
も
っ
て
噴

火
災
害
は
終
了
し
た
と
の
一

方
的
な
行
政
解
釈
に
従
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
も
三
宅

島
支
援
か
ら
大
半
が
手
を
引

い
た
。

　

し
か
し
、
な
か
で
も
「
風

の
家
」
な
ど
数
少
な
い
活
動

に
共
感
し
て
、
「
支
援
を
し

て
く
れ
て
い
る
島
外
の
方
々

に
申
し
訳
な
い
」
と
ネ
ッ
ト

の
協
力
会
員
に
な
っ
て
く
れ

る
島
民
も
出
て
き
て
い
る
。

　

今
一
度
、
現
実
を
直
視
し

て
島
民
が
結
束
を
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、

４
月
26
日
に
空
港
が
再
開
さ

れ
た
が
、
火
山
ガ
ス
基
準
で

就
航
率
は
60
％
台
に
低
迷
し

て
い
る
。

　

今
年
度
の
最
も
大
き
な

課
題
は
、
高
濃
度
地
区
約

１
２
５
世
帯
の
問
題
で
あ
る
。

　

平
野
村
長
も
全
面
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
住
民
懇
談
会

で
発
言
を
さ
れ
た
。
大
い
に

期
待
を
し
た
い
。

　

専
門
家
が
決
め
た
高
濃
度

地
区
制
限
と
禁
止
条
件
は
、

島
内
で
生
活
し
て
い
る
島
民

の
実
態
と
は
大
き
く
違
っ
て

い
る
。
工
業
や
自
動
車
ガ
ス

等
が
原
因
で
起
き
る
ガ
ス
公

害
の
基
準
と
三
宅
島
の
噴
火

で
は
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ

て
い
る
。
三
宅
島
の
自
然
条

件
は
強
風
や
季
節
風
に
左
右

さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が

一
時
的
な
も
の
だ
。

　

し
か
も
ガ
ス
の
影
響
を
強

く
受
け
る
人
々
は
高
感
受
性

者
と
し
て
帰
島
を
し
て
い
な

い
か
、
ま
た
再
度
避
難
し
た

人
も
い
る
。
こ
れ
が
島
の
現

状
だ
。
だ
か
ら
村
の
ガ
ス
避

難
放
送
で
、
ガ
ス
マ
ス
ク
を

携
帯
、
着
装
、
避
難
し
た
人

が
何
人
い
る
？
ガ
ス
健
診
も

30
％
台
で
、
条
例
は
形
骸
化

し
機
能
し
て
い
な
い
の
だ
。

　

村
は
責
任
回
避
の
た
め
の

規
制
は
や
め
て
当
該
自
治
会

と
協
議
し
て
脱
硫
装
置
設
置

と
避
難
所
（
例
え
ば
元
役
場

３
階
等
）
を
設
け
、
各
自
は

健
康
状
態
に
応
じ
、
村
営
住

宅
等
の
救
済
策
を
含
め
て
住

居
を
定
め
れ
ば
よ
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
一
部
村
民
に
対
し

て
冷
淡
で
過
酷
す
ぎ
る
。

島
民
の
連
携
が
課
題
に

禁
止
条
件
の
見
直
し
を　

村
は
自
治
会
協
議
で
決
着
を

協
力
者
に
感
謝

を
縫
っ
て
の
ご
協
力
の
結
果

で
あ
る
こ
と
を
ご
報
告
し
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

会
長
時
評 ふるさとネットの活動に多くの協力や激励

結束し 高濃度地区問題の解決を
　

メ
ン
バ
ー
や
協
力
者
等
の
努
力
で
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
多

く
の
方
か
ら
認
知
さ
れ
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
必
要
な
の
は
、
現
実
を
直
視
し
て
島
民
が
結
集
す
る
こ
と
。
特
に
高

濃
度
地
区
の
問
題
は
早
期
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

家
主
を
待
ち
続
け
る
三
池
高
濃
度
地
区
の
民
宿

６月 7日に行われた阿古地区住民懇談会
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日
本
で
最
も
活
発
な
火
山

の
一
つ
で
あ
る
三
宅
島
で

は
、
平
成
12
年
の
夏
以
降
火

山
ガ
ス
の
放
出
は
止
む
こ
と

は
な
く
毎
日
千
～
３
千
㌧
の

二
酸
化
硫
黄
を
出
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

近
年
の
三
宅
島
で
は
昭
和

15
年
の
噴
火
以
降
お
よ
そ
20

年
の
間
隔
で
噴
火
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
が
、
噴
火
の

形
態
は
山
腹
割
れ
目
噴
火
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
昭
和
15

年
７
月
12
日
は
北
東
山
腹
で

２
ｍ
）
を
形
成
し
ま
し
た
。

溶
岩
は
コ
ー
ク
ス
状
の
黒
い

表
面
を
し
た
ア
ア
溶
岩
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
固
化
前
は

粘
性
が
小
さ
く
流
れ
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

昭
和
58
年
10
月
３
日
は
、

南
西
山
腹
で
噴
火
を
開
始
し

阿
古
集
落
の
約
４
０
０
戸
が

溶
岩
流
で
埋
没
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
12
年
の
７

月
８
日
か
ら
雄
山
山
頂
で
始

ま
っ
た
噴
火
活
動
は
こ
れ
ま

で
の
噴
火
形
態
と
全
く
違
っ

た
も
の
で
し
た
。
約
千
℃
の

灼
熱
し
た
溶
岩
を
島
の
中
心

か
ら
放
射
状
に
延
び
る
直
線

上
に
噴
き
上
げ
、
急
速
に
活

動
を
停
止
し
た
こ
れ
ま
で
の

噴
火
と
違
い
、
表
面
的
に
は

溶
岩
噴
出
は
無
く
、
火
山
灰

や
岩
塊
を
全
島
に
大
量
に
噴

き
だ
し
ま
し
た
。
雄
山
山
頂

部
に
は
人
類
史
上
初
め
て
の

陥
没
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ

れ
、
そ
の
規
模
は
利
島
が

す
っ
ぽ
り
入
っ
て
し
ま
う
位

の
大
き
さ
で
直
径
約
１
・
７

㎞
、
深
さ
は
５
０
０
ｍ
に
も

及
び
ま
す
。
火
口
底
の
南
端

に
は
直
径
約
90
ｍ
の
主
火
口

が
あ
り
、
現
在
で
も
火
山
ガ

ス
を
含
む
噴
煙
を
出
し
続
け

て
い
る
の
で
す
。

　

住
民
が
帰
島
し
て
か
ら
の

噴
火
は
６
回
あ
り
、
少
量
の

火
山
灰
を
都
道
に
ま
で
短
時

間
降
ら
せ
ま
し
た
。

　

気
象
庁
に
は
噴
火
災
害
か

ら
地
域
住
民
を
守
る
た
め
に

火
山
情
報
の
発
表
責
任
が
あ

り
ま
す
。
近
年
、
火
山
の
活

動
度
把
握
や
噴
火
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
昨
年
12
月
１
日
に
「
噴

火
警
報
」
等
の
発
表
を
始
め
、

こ
れ
ま
で
の
「
緊
急
火
山
情

報
や
臨
時
火
山
情
報
」
等
は

発
展
的
に
廃
止
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
防
災
機
関
や
住

民
が
即
時
に
と
る
べ
き
防
災

行
動
が
把
握
で
き
る
よ
う
に

「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」
の
導

入
を
本
年
３
月
31
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

　

最
上
位
の
レ
ベ
ル
５
で

は
、
居
住
地
域
に
ま
で
重
大

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
「
避
難
」

が
必
要
で
す
。
レ
ベ
ル
４
で

は
避
難
準
備
や
災
害
時
要
援

護
者
の
避
難
開
始
が
必
要
で

す
。
レ
ベ
ル
３
で
は
居
住
地

域
の
危
険
性
は
少
な
い
が
火

口
へ
の
登
山
禁
止
や
入
山
規

制
等
が
必
要
。レ
ベ
ル
２
は
、

火
口
周
辺
の
み
危
険
性
が
予

測
さ
れ
る
場
合
で
火
口
周
辺

規
制
が
必
要
で
す
。

　

三
宅
島
で
は
現
在
「
火
口

周
辺
警
報
」
が
継
続
さ
れ
、

雄
山
環
状
線
か
ら
上
部
は

「
立
入
禁
止
」
の
地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。

噴
火
警
報
の
発
表
は
、
居
住

地
域
に
噴
火
災
害
の
影
響
が

あ
る
場
合
は
「
噴
火
警
報
（
居

住
地
域
）
」
と
し
、
居
住
地

域
ま
で
影
響
が
予
想
さ
れ
な

い
場
合
は
「
火
口
周
辺
警
報
」

と
し
て
区
別
し
ま
す
。

噴
火
が
始
ま
り
ひ
ょ
う
た
ん

山
（
標
高
58
・
１
ｍ
）
を
形

成
し
、
13
日
夜
半
か
ら
は
雄

山
山
頂
部
で
も
噴
火
を
開
始

し
ま
し
た
。
昭
和
37
年
８
月

24
日
の
噴
火
は
、
北
東
山
腹

の
昭
和
15
年
噴
火
に
重
な
る

位
置
で
三
七
山
（
標
高
89
・

・昭和 29 年群馬県生まれ
・東京理科大物理学科卒
・気象大学校地震海洋課
　程修了
・南極観測越冬隊を目指
　し、高層観測や富士山
　測候所勤務に従事する
　が、諸事情により断念
・浅間山や草津白根山担
　当調査官を経て、平成
　15 年富士山測候所技術
　課長就任
・平成 17 年東京管区防災
　調整官就任
・平成 18 年三宅島測候所
　長就任

稲葉 和弘氏

　過去の噴火と違い、火山ガ

スの噴出が止まらない雄山。

そんな噴火に関する情報を提

供することで島民の安全を守

る三宅島測候所長の稲葉和弘

氏に寄稿をしていただいた。

異
例
な
今
回
の
活
動

三宅島測候所長

噴火情報で島民を守る

警
戒
レ
ベ
ル
導
入

止
む
こ
と
の
な
い
ガ
ス

三宅島測候所の外観
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今
年
度
１
回
目
の
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
世
話
人
会
が
５
月

27
日
に
行
わ
れ
、
今
後
の
在

京
島
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て

の
議
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

現
在
ネ
ッ
ト
で
は
在
京
島

民
約
１
０
０
世
帯
の
住
ま
い

を
把
握
し
て
い
る
。
今
も
帰

島
を
望
ん
で
い
る
人
、
帰
島

し
な
い
と
決
め
た
人
、
避
難

解
除
か
ら
３
年
が
過
ぎ
て
島

民
の
方
々
の
状
況
・
帰
島
に

対
し
て
の
意
向
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
世
帯

構
成
や
家
族
の
状
況
、
帰
島

意
思
の
有
無
、
要
望
な
ど
細

か
い
情
報
を
ま
と
め
た
「
在

京
島
民
訪
問
活
動
調
査
票
」

を
世
帯
ご
と
に
作
成
す
る
こ

と
が
佐
藤
会
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
決
定
し
た
。

 

ネ
ッ
ト
訪
問
員
を
は
じ
め

協
力
者
が
電
話
や
訪
問
で
各

世
帯
の
島
民
の
方
か
ら
お
話

を
聞
き
全
世
帯
の
調
査
表
を

作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

完
成
し
た
調
査
票
を
基
に

訪
問
活
動
や
、
電
話
で
の
活

動
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」
を

行
っ
て
い
く
。
各
世
帯
の

状
況
や
ニ
ー
ズ

が
明
ら
か
に
な

り
、
個
々
に
応

じ
た
相
談
を
受

け
た
り
、
話
を

す

る

な

ど

継

続

し

た

支

援

が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
高
齢

で
一
人
暮
ら
し

の
方
、
病
気
を

持

っ
て

い

る

方
、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
々

の
た
め
に
一
同

協
力
し
、
実
行

し
て
い
き
た
い
。

 

ま
た
、
今
年
中
に
行
う
予

定
の
在
京
者
・
高
濃
度
地
区

の
島
民
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
も
、
世
話
人
で
あ
る

大
妻
女
子
大
学
、
干
川
剛
史

教
授
の
協
力
を
得
て
質
問
内

容
等
検
討
し
、
具
体
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

三
宅
島
新
報
は
今
号
も
無

事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
発
行
す
る
た
め
に

は
、
取
材
に
協
力
し
て
く
だ

さ
る
方
が
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
お
忙
し
い
中
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
新
報
の
編
集
を
通
し

て
、
三
宅
島
に
目
を
向
け
る

人
が
増
え
、
そ
の
こ
と
が
、

少
し
で
も
未
だ
に
帰
る
こ
と

が
で
き
な
い
島
民
の
方
の
心

の
支
え
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

(

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同)

　

三
宅
島
帰
島
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
～
「
が
ん
ば

れ
三
宅
島
」
～
が
11
月
15
日

（
土
）
に
大
田
区
民
ホ
ー
ル
・

ア
プ
リ
コ　

小
ホ
ー
ル
（
Ｊ

Ｒ
蒲
田
駅
か
ら
徒
歩
３
分
／

京
急
蒲
田
駅
か
ら
徒
歩
７

分
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
、
開
演
17
時
30
分

～
（
開
場
16
時
30
分
）
。
後

援
は
大
田
区
。

　

こ

の

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ
ョ
ー
は
、
三
宅
島
の
み
な

さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
昨
年
１
月
に
「
板

橋
の
集
い
」
に
出
演
さ
れ
た

舞
踊
家
の
鶴
吉
さ
ん
が
企
画

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
三
宅

島
ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
の
伊
藤
ま
で

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
！

〔島じまん会場で〕

○２年に１度の「島じまん」

は、島々の特産品・魅力を

全国に発信する発表会の

ような場です。心こもった

手作りの島のものを食べた

り、持ち帰ってもらうのは

嬉しいことです。島は本来

の姿には戻りませんが、島

の指導者により、後継者を

戻すことが必要だと思いま

す。島の発展のためにでき

ることは何でもやります！

（坪田　三宅ハート会代表

取締役　廣井美和子さん）

○以前は島民連絡会の中で

ふるさとネットの会長と

一緒に活動をしていまし

た。帰島してからは忙しく

なってあまり力になれませ

んが、時間が緩やかになれ

ばまたお手伝いしたいと思

っています。動かないと忘

れられてしまう、できる人

がやってくれるのはありが

たいことです。会長も体に

気をつけて頑張ってくださ

い。（阿古　元連絡会副会

長　石井節美さん）

〔お便り〕

先日は会合（５月 27 日第

11 回世話人会）に参加さ

せていただきありがとうご

ざいました。７月下旬には

１度島を訪れたいと思いま

す。（横浜市成島万寿実様）

〔ご寄付者名〕（４月 21 日

～６月 15 日）

大石真様、小久保泰枝様

新
報
に
関
す
る
意
見
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

この新聞は、向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当し、大妻女子大学人間関係学部
干川研究室が印刷に協力しています。

舞
踊
家
鶴
吉
さ
ん
が
島
民
に
エ
ー
ル
を

帰
島
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
開
催

訪問活動 新たな方法で

要望に応える支援を

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
を
実
施

ふるさ

と再生ネットが発足

して以来、在京島民へのケ

ア活動として行われてきた訪問

活動。個々のニーズに合った活動

を継続的に行うため、電話などで

在京島民の意向を聞き取り調

査し、調査票を作成するこ

とが決定された。

新たな訪問活動の方向性が話し合われた世話人会（５月 27 日）


